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★目的 

〈テーマ設定の動機〉 

 

• 宇宙に興味を持ち始めたのは小学生の時 

  最近は恒星が形成される時に起きる現象に興味を 

  持つ 

 

• 恒星形成領域の性質について研究 



★天体写真の撮影 



★研究内容 

●恒星について 

 

Q.恒星とは？ 

 

A.内部で水素とヘリウムを材料に核融合反応を起こし、
その時に発生するエネルギーで輝く星のこと 

 

 

 

自ら光り輝く星のこと 



暗黒星雲 

 赤色巨星 

 赤色超巨星 

  超新星残骸 

  惑星状星雲 

  ブラックホール 

   中性子星 

 主系列星 



〈手順〉 

１.東京大学木曽観測所で観測されたNGC1333という
恒星形成領域の既存のデータを用意 

 (Iバンド、Rバンドで撮影されたバイアスフレーム、フ
ラットフレーム、オブジェクトフレーム) 

バイアス…恒星が存在しない場所に写ってしまう信 

       号を取り除く 

フラット…感度のムラを取り除く 

オブジェクト…対象天体の画像 

 

２.Makaliiでオブジェクトフレームからバイアス、フラット
の処理をし、天体の信号のみの画像にする 



★画像処理 

Q.Makaliiとは？ 

 

A.天体の画像の処理を行うことができる専用の
ソフト。 

  撮影時のノイズを取り除いたり、恒星の明る
さを調べたりすることができる。 

 

 

とても便利な天文学者愛用ソフト 



３.次に同じくMakaliiを使って測光という作業を行う 

  恒星を一つ一つ測光して出てきたカウント値を次の
式に当てはめて観測星の等級を計算する 

 

     m-2.5log(n0/n1)          m:比較星の等級 

                  n0:観測星のカウント値 

                  n1:比較星のカウント値 

 

４.計算結果からわかった観測星の等級を、縦軸をR等
級、横軸をR-I等級でとった色等級図にプロットして
いく 



★結果 

ここから合計167個の天体を測光 

※167個の天体はIバンド、Rバンド両方に写っているものを選出 

  確認は目視 

Rバン
ド 

Iバンド 



★色等級図 

明 

暗 

青 赤 



★考察 

• 暗くて赤い恒星が多いことから次の２つのことが予
想される。 

 

1.温度の低い恒星が多い 

2.ガスや塵によって赤い光の波長以外が遮られて赤く
見える 

 

• だが、この結果からこの２つを切り離すことは難しい。 
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ご清聴ありがとうございました 


